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イノベーション戦略センター（TSC） センター長 岸本

RIETI-NEDOジョイントBBLセミナー
「未来を拓くイノベーションと新産業のフロンティア」シリーズ

Innovation Outlook 策定の意義及び
コミュニケーションツールとしての活用について
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コメンテーター紹介

NEDO イノベーション戦略センター（TSC）

センター長 岸本 喜久雄

1982年、東京工業大学（現：東京科学大学）工学博士。

1995年から東京工業大学教授。

2012年同大学副学長、2018年から同大学名誉教授。

2020年4月から、NEDO技術戦略研究センター（現：イ
ノベーション戦略センター）センター長に就任。



TSCのミッション

未来を捉え、描き、共に創る
Foresight, Design, and Co-creation 

for Our Future
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Innovation Outlook策定の意義（コミュニケーションツールとしての活用）

画像は生成AIにより作成
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フロンティア育成事業への活用

*RFI：Request for Information
**PD：Program Director

RFI*によって幅広くアイデアを集め、PD**と提案者（企業・大学等）の議論を通じて
戦略・プロジェクトをアジャイルに見直しながら練り上げ、イノベーションの実現を目指す。
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（参考）フロンティア育成事業の開始

NEDOは、2025年５月より、2040年以降の新産業の創出を目指し、国として新たに取り組むべき
領域（フロンティア領域）の研究開発および事業化を推進する「フロンティア育成事業」を開始。
本事業は、脱炭素社会の実現と新産業の創出を目指し、将来的に高い成長が期待される
フロンティア領域における初期段階の研究開発を支援するもの。
各領域にPDを配置し、研究の進捗管理に加え、事業化の可能性や出口戦略の検討。
これにより、国家プロジェクトへの発展やスタートアップの創出など、研究成果の社会実装を加速。

①「極限マテリアル」領域のPDと研究課題

藤本PD

②「地下未利用資源の活用」
領域のPDと研究課題

仁木PD
３件採択 ３件採択 ５件採択
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Innovation Outlook Ver.1.0で提案した「天然水素」の例

 2025年度はNEDO「フロンティア育成事業」において⼩規模な天然⽔素に関わるプログラムを開始（1
課題1千万円程度×5課題）し、NEDOが注⽬していることをアピール。

 7⽉1⽇発⾏のInnovation Outlook Ver.1.0にて天然⽔素を紹介。H2&FC EXPO（東京ビッグサ
イト）や数々の講演会のほか、ICEF、H-Natといった国際会議など、国内外のイベントにてNEDOの取
組みを紹介。

 2025年10⽉にはNEDOで2回⽬となる天然⽔素ワークショップを開催（次⾴参照）。
 研究開発コミュニティーでの注⽬度が上がり、複数の⼤型提案が集まる可能性が⾼まったことから、

2026年度のフロンティア育成事業は拡⼤して公募。
 国内メディアに対しては、Innovation Outlookに関する記者懇談会（6⽉）（再掲）を開催して記

者に直接アピールするとともに、過去2回のNEDO主催天然⽔素ワークショップは記者にも案内。記者か
らの取材にも随時対応。結果として、⽇経新聞には電⼦版（2025年5⽉）、朝刊（2025年6⽉）
に掲載。2026年4⽉4⽇には読売新聞⼣刊1⾯トップにNEDOの最新の取組みを含めた天然⽔素の
記事が掲載された。



Innovation & Technology Strategy Center  （参考）天然水素ワークショップの開催（2025年10月）
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 天然⽔素に関するNEDOのイノベーション戦略案を産業界およびアカデミアに広く共有・認知させるとともに、国内
外の最先端の技術動向を共有して、国内プレーヤーを拡⼤することを⽬的として、10⽉28⽇、ステーションコンファ
レンス東京にて天然⽔素ワークショップを開催。

 資源エネルギー庁⽔素・アンモニア課⻑による「天然⽔素への期待」の講演を⽪切りに、増進型天然⽔素の研究
開発に取り組むMITのAbete教授、天然⽔素の探鉱・評価・実証で先⾏している豪州スタートアップGold 
HydrogenのMcDonald⽒による基調講演、国内の⼤学・企業からのプレゼンテーションを実施。

 約100名収容の会場は満席、オンラインを含め約330名（約180機関）の盛況。

NEDO HP：「天然水素ワーク
ショップ」のご案内 | NEDO


